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２月２１日（水） 本日は本校の『開かれた学校づくり委員会』
です。委員の皆様に生徒と保護者・職員を対象に行った学校評価ア

ンケートの結果について協議していただく日です。最
初に今年の本校生徒の様々な活躍を山﨑教頭から報告
させてもらいました。スポーツでも文化面でも検定で
も、皆様々な事にチャレンジした一年でした。私も校

長として生徒の皆さんを誇りに思うことが多い
ステキな年でした。その後、調理実習や体育館
で行っていた作業学習の成果物の校内販売会を
見ていただきました。生徒の元気で快活な様子に委員の皆さんもとて
も楽しそうに御覧になっていました。その後の協議でもほとんどの項
目で９０％を超える本校の教育活動への肯定的意見のアンケート結果

に、驚きながらも感心していただきました。しかし、「具体的に書かれている詳細な指摘に
は真摯に耳を傾け、取り組んでいく姿勢を忘れません。」と委員の皆様に約束しました。

＊ ＊ ＊
２月２２日（木） 本日は、高等部が主権者教育として

習志野市選挙管理委員会に講義をお願いしました。開校以
来３回目ですが、毎年お出で下さいます。投票するための
記入台や投票箱もお持ちくださり、障害があっても自分で
申告すれば、様々な支援方法で投票が出来ることを説明し

てくれます。今日は校長の私も含めた管理職三名が給食改革を約束して
立候補し、どれに投票しますか？という模擬投票が行われました。廊下
で「誰に投票したの？」と生徒に聞くと、真面目な顔で「それは答えら
れません。」という答え。「答えられないのは投票前で、終わった後なら
報道による出口調査っていうのがあるのよ。答えるかどうかはあなたの
自由だけど。」と返すと「そうなんだ！」と笑顔に。大切な一票です。

＊ ＊ ＊
２月２３日（金） 本日は生徒会選挙です。実はこの１週間、

校内では熾烈な選挙戦が繰り広げられていました。
昨年同様、全部の役職が競争選挙です。体育館で
立会演説会を行った後に投票となります。これま
での選挙活動も、車いすに幟を立てたり、鉢巻を
しての登校やハンドタオルに候補者の似顔絵を描いたり等と、良く工夫するも
のです。立会演説会も音楽を流したり、歌を歌ったり、横断幕を掲げたりと色
々です。昨日講義に来てくれた習志野市選挙管理委員会からお借りした記入台

と投票箱も設置されて本格的です。選挙結果は月曜に発表です。
＊ ＊ ＊

２月２４日（土） 本日は土曜日でお休みですが、船橋市立船
橋高等学校が第三体育館のお披露目会で市内の中
学校の校長にも招待があり、参加してきました。
市立船橋高校には、本校のグラウンドを平日女子
サッカー部とラグビー部にお貸ししています。ま
た、夏見祭にも地域交流で生徒が来校します。
今回のお披露目は、過日に行った卒業生でもある鈴木大地スポーツ庁長官

をお呼びした完成式典後に､地元の市民のために開かれたものです｡(次へ)



主催者の船橋市の松戸市長の他に、船橋が地元の野田元総理大臣
も来場されていました。新しい第三体育館は、１階が体操競技用
で全ての用具が常設され、地下には吹奏楽部用に個別の練習室と
演奏会用の客席もある広々とした練習スペースからできています。

お披露目会では、それぞれの
部活動が演技や演奏で楽しま
せてくれました。全館エアコ
ン完備で東京オリンピッ
クの年にはアメリカの体
操競技選手の練習会場と

なる予定だそうです。吹奏楽部の演奏の前
には、やはり市立船橋高校の卒業生のシン
ガーソングライターと音楽プロデューサー
のお二人が歌と演奏を披露しました。それ
に続いて、吹奏楽部は演奏と歌とよさこい
ソーランのダンスを熱演しました。よさこ
いソーランは北海道まで参加しに行ったそうです。若
さみなぎる素晴らしい時間でした、隣の席で聴いてい
た県立船橋特別支援学校の國井校長先生も「素晴らし
いね！」を連発していました。

＊ ＊ ＊
２月２６日（月） 先週の生徒会役員選挙の結果が、貼り出されまし

た。当選した生徒、落選した生徒…得票数を発表しないのは思いやり…。
でも、当選してもしなくてもずっと付き合いは続く仲間同士です。少し
悔しくても、仲間の応援団になって欲しいなと思います。昼休みに新生
徒会役員の認証式を行いました。「当選はゴールではありません。君た
ちが立会演説会で皆に約束したことを実行に移すためのスタートです
よ。」という話をしました。新役員たちはしっかりと頷いてくれていま
した。「楽しい学校」「きれいな学校」「面白い学校行事」「思いやりの
ある学校」色々な約束をしましたね。頑張りましょう！

＊ ＊ ＊
２月２７日（火） 本日は指導医検診があります。これは、医療的ケアのある生徒が通う

特別支援学校にとっては、とても大事な日です。市内の病院にお
願いしてわざわざ医師に来校していただきます。そして、痰の吸
引や胃ろうへの注入等、本来なら医療行為であるものを、教員が
医師の手順書に沿って、保護者や非常勤勤務の看護師の指導や見
守りの元、何度も練習を重ねたその結果を、最終的に医師に大丈
夫であるか見極めて判断してもらうためのものです。ここでＯＫ

が出て、初めて県知事へ許可証発行を依頼することが出来ます。当事者の教員にとっては、
本当に真剣な日です。窓の外から邪魔にならないように打合せの様子を写真に収めました。


